
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

【現状】
〇植物に興味を持ち、変化に気付きながら責任を
もって育てることができた。

〇自分たちがやりたいことを考え、準備をし、実
施することができた。

【課題】
〇公園のように学校の外に行く活動はできなかっ
た。

◎学習習慣４「分からないことはそのままにせず、自分でも
調べたり考えたりする」
知りたいこと、気になることが出てくような発問をし、疑問
が出てきたら、どうすればよいかを問い掛けながら、自分で
解決する方法を考えられるようにする。

○ICTを使って情報を集められるようにする。また、正しい情
報を扱うように注意して見ていく。

第２学年

【成果】
○探検活動の際に、活動のね
らいや視点を事前にしっかり
と指導したことで、児童の意
識が高まった。
○自分が選んだ野菜の栽培や
農業体験などの栽培活動に重
点を置き、食育との関連を
図った。
【課題】
○栽培活動、飼育活動、町探
検など時期の重なりのある活
動や、学習の重なりがあり、
非常に苦しい。活動の内容や
時期の精選をする。

【現状】
〇１年生を対象にした「学校探検」では、１年生
に分かりやすく、楽しく探検できるようにすすん
で工夫することができた。
〇野菜の栽培では、自分で直接購入した苗を大事
に育て、収穫の喜びを感じることができた。

【課題】
〇振り返りの時間が十分に取れなかった。またま
とめや発表の時間も十分にとれなかったので、発
表が画一的になってしまった。
〇自分自身の関心に基づいて学習活動が進められ
たが、児童同士が協同して活動に当たる場面が少
なかった。

◎学習習慣２「授業中に自分の考えを述べたり、他者の発言
を集中して聞いたりする。」
〇グループでの活動の機会を増やし、多様な意見の交流が起
こる環境をつくる。
◎学習習慣４「分からないことはそのままにせず、自分でも
調べたり考えたりする」
〇インタビューや文献資料、ICT等を活用して情報を集め、自
分が表現したい方法で発表を行う。児童それぞれの希望に添
えるよう準備時間を十分にとる。

第３学年

第4学年

第5学年

第6学年

連雀学園三鷹市立第六小学校　令和７年度　【生活】科　授業改善推進プラン


